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 1 原作の大筋は生かし、時代や背景などを（日本の）読者が馴染んだものに置き換えること  
 2
The Merry Adventures of Robin Hood of Great Renown, in Nottinghamshire 
written and illustrated by Howard Pyle (New York: C. Scribner, 1929) 
準貴重書 931.9/P  1054681 
 
宇野 暁央 
(ドキュメンテーション学科 3 年) 
 
初版：1883 年 収蔵本：1929 年リプリント版  
大きさ： 230 x 170mm 























2. Howard Pyle の家庭環境 
Howard Pyle は、1853 年アメリカのデラウェア州ウィルミントンの熱心なクエーカー教
徒3 の家に生まれた。クエーカーとは、キリスト教の一派で平和主義を唱え非常に厳格な
教義に則って生活を行う宗派のことである。このクエーカーの家系に生まれたことは、後
の Pyle の作風に大きな影響を与えることとなる。また、Pyle の母親は、1870 年には白人




                                                        
 2 桂宥子、牟田おりえ『はじめて学ぶ英米児童文学史』p 64 
 3 高杉一郎『英米児童文学』p 35 




3. Howard Pyle の絵画と児童文学への関心 


































えられていた。8｣ と指摘している。こうした逆風の中 Howard Pyle は現れるのである。彼
の登場は、アメリカにおける挿絵の地位を大きく向上させたと言っていいだろう。それま
でほとんどないに等しかった挿絵画家という職業は、彼の登場によって、およそ数十年で
                                                        
 5 高杉  p 213 
 6 高杉  p 213 
 7 桂、牟田  p 14 





出された名作や作家達と Pyle や後進の挿絵画家達が組み合わさることにより、19 世紀後




































                                                        
 9 桂、牟田  p116 
 10 高杉  p 214 
 11 Robin Hood: Development of a Popular Hero 






9. Howard Pyle 考察 













荒俣宏『絵のある本の歴史: Books beautiful』（東京・平凡社、1987）  
カーター , ジョン『西洋書誌学入門』横山千晶訳（東京・図書出版社、1994）  
クレイン , ウォルター『書物と装飾:挿絵の歴史』高橋誠訳（東京・国文社、1990） 
ダルビー , リチャード『子どもの本－黄金時代の挿絵画家たち』吉田新一、宮坂希美江訳  
 （東京・西村書店、2006） 
ホウルト , J. C.『ロビン・フッド：中世のアウトロー 』有光秀行訳  
 （東京・みすず書房、1994） 
本多英明、桂宥子、小峰和子 編『たのしく読める英米児童文学：作品ガイド 120』 
 （京都・ミネルヴァ書房、2000）  
桂宥子、牟田おりえ 編『はじめて学ぶ英米児童文学史』（京都・ミネルヴァ書房、2004） 
Robin Hood: Development of a Popular Hero 
 <http://www.lib.rochester.edu/camelot/rh/RH%20Exhibit/text.htm#19th>  








（東京・大倉書店、1911 年 7 月 2 日）縮刷版  
 
太田 有香 
(ドキュメンテーション学科 4 年) 
 
ページ数：756 ページ（本文：752 ページ）  
大きさ：15.1×9.4cm 
口絵：なし  












 『吾輩ハ猫デアル』は、1905 年 1 月『ホトゝギス』第 8 巻第 4 号（明治 38（1905）年 1
月 1 日）から第 9 巻第 11 号（明治 39（1906）年 8 月 1 日）まで計 11 回、連載された。 
この長編は、その後、単行本として出版されたが、その際は上編・中編・下編の 3 編で、 
大倉書店・服部書店の連名で単行本として出版。 
 菊判12 3 冊（橋口五葉装丁）であったのを、三五判13（橋口五葉装丁）の 1 冊にまとめ
て縮刷版として大倉書店より出版された14。 











                  対称連続模様。人の容姿のこけし木莵（みみずく）のデザイン。 
口絵：エジプト文様風の猫頭人身と魚のデザイン。 
挿絵：孔雀、鶏。中村不折によるデザイン。  
                                                        
 12 日本の紙・書籍の寸法の一つ  
 13 日本の紙・書籍の寸法の一つ。横 3 寸（約 91 ミリ）、縦 5 寸（約 152 ミリ）の大きさのもの 
 14 岩切信一朗『橋口五葉の装釘本』（東京・沖積舎、1980）  
      第 1 章‐漱石と五葉 5‐『吾輩は猫である』38 ページ  



























 本調査において、縮刷版は初版発行から大正 13 年 5 月 5 日の 101 版まで発行されていた
ことが明らかとなり、ロングセラーの本であったこともわかった。  
















                                                        
 16 『橋口五葉の装釘本』第 1 章 5－「吾輩は猫であるの頃」34 ページ  
 8
夏目漱石『心』  
（東京・岩波書店、1917 年）縮刷 5 版 
 
吉田 直貴 
(ドキュメンテーション学科 3 年) 
 
大きさ：151mm×91mm 












 夏目漱石（本名、金之助）、1867 年（慶応 3）、江戸牛込馬場下横町（現在、新宿区喜
久井町）に生まれた。幼くして養子に出された。東京帝国大学卒業後、松山中学校、熊





                 （東北大学附属図書館 夏目漱石ライブラリ「夏目漱石について」） 
 
 『心』は朝日新聞の新聞小説に、「心  先生の遺書」として連載されていた。東京版は
1914（大正 3）年 4 月 20 から 8 月 11 日まで、大阪版は東京版と同日に掲載を始めたが、
新聞社の事情により東京版で 6 月 10 日に掲載された第 49 章は、大阪版は翌 11 日に掲載
された。結果、大阪版での掲載最終日は東京版に 6 日遅れての 1914 年 8 月 17 日となっ
た。尚、『心』は短編小説として書くつもりでいたのである。 

























江藤 淳『漱石とその時代』新潮選書 第五部（東京・新潮社、1996 年） 
玉井敬之、鳥井正晴、木村功『夏目漱石集「心」』（大阪・和泉書院、1991 年）  
夏目金之助『心』縮刷 5 版（東京・岩波書店、1917 年）  
夏目金之助『漱石全集 第 16 巻』『心 自序』（東京・岩波書店、1993 年） 
夏目金之助『漱石新聞小説復刻全集「こころ」』第八巻 （東京・ゆまに書房、1999 年） 
夏目漱石『漱石全集 第 11 巻』『こゝろ』『心 自序』（東京・角川書店、1961 年） 
東北大学附属図書館 夏目漱石ライブラリ 2009 年 12 月 12 日アクセス 
 http://www.library.tohoku.ac.jp/collect/soseki/soseki.html 
































り，『日本近代文学大事典 第 6 巻』の「叢書・文学全集・合著集総覧」(430 項目)を参照し
て，叢書・シリーズなども収集しています。  
 収集の観点で重要なのは，書誌学 2 的な研究や資料展示が可能な資料であるという点で








OPAC での検索  





ものことです。【樽見博 . 三度のメシより古本！  平凡社 , 2007, p.33】  
2 書誌学とは，書籍を研究の対象とする学問のことで，書籍の成立・発展，印刷・製本・装丁・挿絵，材質・
形態などの一般的な研究と，ある書籍について個別に行う研究があります。  
